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１．研究計画の概要 
本研究は多言語・多文化の国スイスの特殊性
を明らかにするとともに、スイスのナショナ
ル・アイデンティティをめぐる政治的言説と
文学との関連について考察することを目的
とする。その際、特に次の２点を明らかにす
ることに重点を置く。 
(1)多文化共生社会のモデルとしてのスイス： 
①ユートピア・モデル：スイスはどのような
点において、多文化主義をめざす EU の未来
を先取りしているか。 
②アンチ・ユートピアモデル：スイスが陥っ
ている多文化主義のジレンマとは何か。 
(2)スイス表象をめぐる文学と政治の関係： 
スイスにおいて文学とナショナリズムがど
のように関わってきたか。 
 
２．研究の進捗状況 
主な分析対象としては、20 世紀を代表するス
イス人作家マックス・フリッシュ(1911-1991)
とフリードリヒ・デュレンマット(1921-1990)
のスイス論を取り上げた。このふたりの作家
に注目するのは、彼らがスイスの文壇や読者
たちから「非国民」扱いされながらも妥協す
ることなく、偏狭なナショナル・アイデンテ
ィティに固執するスイスの閉鎖性を批判し
続けたからである。スイスの多言語・多文化
状況に関しては、スイスの哲学者エルマー・
ホーレンシュタインの考察 (Schulbeispiel 
Schweiz, 1998)を参照した。その結果、次の
ような点が明らかになった。 
(1)ホーレンシュタインは、ヨーロッパでナシ
ョナリズムが高揚し、同一の言語の使用こそ
がネイションの証とみなされて、そのことが
政治的な統一を正当化していた 19 世紀にあ

って、スイスが多言語主義の立場をとる憲法
を制定したことを高く評価している。 
(2)デュレンマットは、「盟約者団」としての
スイスがどのようにしてできたかという経
緯が示しているように、スイスは小国の集合
体であって、スイス人というネイションは存
在しないということを指摘した上で、その国
家形態がヨーロッパの未来を先取りしたも
のであると主張している。 
(3)しかし、その一方でデュレンマットは、ス
イスそのものが多言語の国であっても、ひと
りひとりのスイス人は必ずしも多言語使用
者ではなく、特にドイツ語圏スイスとフラン
ス語圏スイスとの間に深い溝があることを
指摘して、スイスにおける多文化共生は多く
の場合神話にすぎないことを明らかにした。 
(4)さらにフリッシュは、英雄ヴィルヘルム・
テルにまつわるスイス建国神話を書き換え
る作業を通じて、テルを国家的イデオロギー
に利用しようとする現代スイス人の態度を
批判した。 
(5)自由、中立、多言語・多文化主義というス
イスの国是が一方では EU の未来を先取りす
るものでありながら、他方ではやはり理想通
りにはいかない現実がある。にもかかわらず、
理想郷スイスという国際的な「誤解」をいい
ことに、スイス人自身もその現実から目をそ
むけていることを、ふたりの作家は批判して
いるのである。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
本研究課題は、フリッシュとデュレンマット
の作品を中心とするテクスト分析の作業に



関しては、ほぼ申請時の計画通りに進んでい
る。成果発表に関しては、申請時に予定され
ていた国際会議等が開催されず、そこでの発
表ができなかったものもあるが、その代わり
に、以下のような２つのプロジェクトとの交
流の場を持つことができた。 
(1)日本学術振興会「人文・社会科学振興のた
めのプロジェクト」研究領域 V-1、第 2 グル
ープ「越境と多文化」（グループリーダー：
楯岡求美・神戸大学准教授）とベルリン自由
大学（研究代表者：ゲオルク・ヴィッテ教授）
との共同研究に参加して、スイスの多言語・
多文化状況に関する研究発表を行った（2009
年）。 
(2) 科研費（B）「世界文学における混成的表
現形式の研究」（研究代表者：土屋勝彦・名
古屋市立大学教授）による国際シンポジウム
「アイデンティティ、移住、越境」に通訳と
して参加した(2009 年)。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年度は研究期間の最終年度なので、これま
での研究成果を踏まえて、スイス表象をめぐ
る政治的言説と文学との関係を、特にフリッ
シュとデュレンマットの作品を中心に論文
にまとめることを最優先課題とする。その際、
このふたりの作家のスイス論のみならず、文
学作品（戯曲や小説など）も視野に入れる。
昨年度までの研究で、上記「研究計画の概要」
で挙げた「(1)多文化共生社会のモデルとし
てのスイス」の部分は、すでに論文などで成
果発表することができた。したがって今後は
特に、「(2)スイス表象をめぐる文学と政治の
関係」に重点を置いて論文を執筆することに
なる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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